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専
修
大
学
は
１
９
１
７
年

に
計
理
科
を
設
置
し
会
計
教

育
を
始
め
、
１
９
６
８
年
に

は
商
学
部
会
計
学
科
を
設
置

し
た
。
会
計
教
育
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
実
践
的
な
教
育

や
研
究
に
努
め
、
公
認
会
計

士
や
税
理
士
を
は
じ
め
、
優

れ
た
職
業
人
や
研
究
者
を
多

数
輩
出
し
て
い
る
。

　
現
在
は
商
学
部
会
計
学
科

や
経
営
学
部
を
中
心
に
会
計

教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

初
年
度
に
お
い
て
は
、
会
計

学
科
で
は
簿
記
論
の
統
一
シ

ラ
バ
ス
・
統
一
試
験
制
の
導

入
、
経
営
学
部
で
は
会
計
入

門
の
必
修
化
に
よ
る
指
導
な

ど
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
会
計
教
育
１
０
０
周
年
・

会
計
学
科
50
周
年
を
迎
え
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
に
当

た
り
、
会
計
教
育
・
会
計
学

科
の
歩
み
や
今
後
展
開
す
る

記
念
事
業
を
紹
介
す
る
。

れ
は
長
年
培
わ
れ
て
き
た
伝

統
と
と
も
に
、
変
化
著
し
い

現
実
へ
の
対
応
力
の
高
さ
に

よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
会
計
学
科
で
は
、
資
格
取

得
だ
け
で
な
く
、
高
度
な
専

門
的
知
識
を
も
っ
て
企
業
等

で
活
躍
す
る
「
人
財
」
を
多

く
社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
学
科
に
お
い
て
も
、
例
え

ば
企
業
や
消
費
者
の
行
動
を

把
握
し
な
が
ら
実
践
的
な
戦

略
立
案
を
検
討
す
る
な
か

で
、
会
計
的
な
裏
付
け
を
考

慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
い

う
現
実
的
課
題
を
学
ぶ
こ
と

で
、
多
く
の
卒
業
生
が
社
会

に
自
信
を
も
っ
て
飛
び
出
し

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
機
会
に

商
学
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
今

一
度
確
認
し
な
が
ら
、
次
代

を
担
う
学
生
た
ち
を
全
力
で

育
成
し
て
い
く
決
意
で
お
り

ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
商
学
部
は
、
会
計
教
育
１

０
０
周
年
・
会
計
学
科
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
に
は
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
商
学
部
発
祥
の

地
で
あ
る
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
施
設
移
転
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
「
ニ

ュ
ー
ス
専
修
」
に
お
い
て
、

商
学
部
の
魅
力
を
会
計
教
育

お
よ
び
会
計
学
科
に
焦
点
を

当
て
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
商
学
部
を
は
じ
め
と
し
た

会
計
教
育
の
魅
力
は
、
17
年

度
に
公
認
会
計
士
の
現
役
学

生
合
格
者
を
19
人
、
卒
業
生

を
含
め
て
合
計
30
人
（
１
月

16
日
現
在
‥
全
国
大
学
第
９

位
）
を
輩
出
し
た
こ
と
に
象

徴
さ
れ
る
、
実
践
的
な
教
育

力
の
高
さ
に
あ
り
ま
す
。
こ

　「
会
計
教
育
１
０
０
周
年

・
会
計
学
科
50
周
年
」
に
当

た
り
、
商
学
部
学
生
の
教
育

充
実
に
向
け
て
寄
付
の
募
集

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
関

係
者
各
位
の
ご
理
解
を
賜

り
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

▽
使
途
・
趣
旨

専
修
大
学

会
計
教
育
１
０
０
周
年
・
会

計
学
科
50
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
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▽
募
金
の
方
法
・
免
税

専

修
大
学
募
金
局
☎
03
・
３
２

６
５
・
３
１
５
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

03
・
３
２
６
５
・
５
３
０
９

募
金
の
お
願
い

▽
高
等
学
校
へ
の
出
張
授
業
　
４
月
開
始
。
入

学
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
。

▽
記
念
講
演
会
開
催
　
前
期
・
後
期
の
２
回
、

会
計
学
研
究
所
と
の
共
催
。

▽
記
念
式
典
　
11
月
の
鳳
祭
期
間
に
記
念
講
演

会
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
祝
賀
会
を
開

催
（
予
定
）。

※
記
念
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
商
学
部
公
式
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ニ
ュ
ー
ス
専
修
、『
専
修
商

学
論
集
』に
適
時
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

主な記念事業
　
２
０
１
７
年
度
公
認
会
計

士
試
験
で
１
月
16
日
現
在
、

新
た
に
卒
業
生
４
人
の
合
格

が
判
明
し
た
。
本
学
関
係
の

合
格
者
は
在
学
生
19
人
、
卒

業
生
11
人
の
合
計
30
人
と
な

り
、
全
国
大
学
別
合
格
者
数

第
９
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

（
専
大
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
調
べ
）

　
新
た
に
判
明
し
た
合
格
者

は
次
の
通
り
。

▽
大
出
真
也
さ
ん
（
平
25
商

・
神
奈
川
県
大
和
南
高
）
▽

千
葉
真
司
さ
ん
（
平
25
商
・

埼
玉
県
新
座
高
）
▽
谷
康
一

郎
さ
ん
（
平
17
経
営
・
東
京

都
駒
場
高
）、
ほ
か
一
人
。

公
認
会
計
士
試
験
合
格
者

 

30
人 

全
国
９
位
に

伝
統
と
新
時
代
へ
の
対
応

渡
辺
達
朗
商
学
部
長

「
財
務
会
計
の
理
論
と
現
代
企
業
会
計
の
研
究
」
を

テ
ー
マ
に
学
ぶ
国
田
清
志
ゼ
ミ

　
会
計
学
を
学
ぶ
大
学
生
を

対
象
と
し
た
研
究
発
表
大
会

「
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
が
昨
年
12

月
24
日
、
日
本
大
学
商
学
部

（
東
京
都
世
田
谷
区
）
の
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
古
川

原
駿
さ
ん
（
商
３
・
伊
藤
和

憲
ゼ
ミ
）
が
特
別
協
賛
社
賞

を
受
賞
し
た
。

　
同
大
会
は
、
会
計
教
育
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
２
０
１

６
年
に
創
設
さ
れ
、
今
回
は

２
回
目
。
会
計
に
つ
い
て
学

生
が
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

学
修
、
研
究
し
た
成
果
を
、

教
員
や
実
務
界
か
ら
選
出
さ

れ
た
審
査
員
が
多
角
的
な
評

価
を
行
う
。

　
今
回
は
第
１

回
を
上
回
る
13

大

学

51
チ

ー

ム
、
２
３
０
人

が
出
場
し
た
。

本
学
か
ら
は
経

営
、
商
両
学
部

の
３
ゼ
ミ
５
チ

ー
ム
が
発
表
し

た
。

　
古
川
原
さ
ん

は
「
伊
藤
ゼ
ミ
Ｃ
チ
ー
ム
」

と
し
て
出
場
し
、「
企
業
の

短
期
志
向
経
営
と
中
期
計

画
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
。
新

聞
記
事
の
掲
載
頻
度
が
市
況

に
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
る

か
を
報
告
し
た
。
ビ
ー
ル
会

社
を
例
に
し
て
経
済
専
門
紙

の
10
年
間
の
掲
載
状
況
を
調

べ
た
。

　
発
表
に
つ
い
て
古
川
原
さ

ん
は
「
原
稿
で
は
な
く
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
発
表
を

と
い
う
伊
藤
先
生
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
の
で
緊

張
せ
ず
に
で
き
た
」
と
振
り

返
っ
た
。
審
査
員
か
ら
は

「
着
眼
点
が
ユ
ニ
ー
ク
」

「
ビ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
ほ

か
の
製
品
や
業
界
も
調
べ
て

み
て
は
」
と
い
う
評
や
注
文

も
あ
っ
た
。

　「
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
で
会
計
学
へ
の

意
欲
や
や
り
が
い
を
改
め
て

感
じ
た
。
今
回
の
結
果
を
基

に
卒
論
に
結
び
付
け
た
い
」

と
話
す
。
公
認
会
計
士
試
験

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
考
え
て

い
る
。

　「
試
験
突
破
は
父
も
祖
父

も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
諦

め
な
い
で
続
け
て
よ
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
す
の
は
、

今
年
度
公
認
会
計
士
試
験
に

合
格
し
た
桑
澤
祥
平
さ
ん

（
商
４
）。
父
・
喜
仁
さ
ん

（
平
元
経
済
）、
祖
父
・
實

さ
ん
（
昭
35
商
経
）
と
も
本

学
卒
の
専
大
一
家
。
不
断
の

努
力
と
家
族
の
支
え
で
初
志

を
貫
徹
し
た
。

　
桑
澤
さ
ん
は
長
野
県
岡
谷

市
出
身
。
公
認
会
計
士
へ
の

挑
戦
は
、
諏
訪
清
陵
高
を
卒

業
し
大
学
生
活
を
始
め
よ
う

と
し
た
時
に
、
地
元
の
信
用

金
庫
勤
務
の
喜
仁
さ
ん
に
勧

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

会計学コンペで入賞
伊藤ゼミ・古川原さん

賞
状
と
盾
を
持
つ
古
川
原
さ
ん

祥
平
さ
ん（
後
列
右
）と
桑
澤
家
の
皆
さ
ん
。
前
列
左
か
ら
父

・
喜
仁
さ
ん
、
祖
父
・
實
さ
ん
、
後
列
左
は
弟
・
尚
暉
さ
ん

た
。

　「
数
字
に
強
い
つ
も
り
だ

っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
軽
い

気
持
ち
で
し
た
」

　
公
認
会
計
士
は
企
業
の
会

計
に
携
わ
る
資
格
で
、
業
務

は
多
岐
に
わ
た
る
会
計
の
プ

ロ
で
あ
る
こ
と
、
資
格
試
験

は
２
段
階
（
短
答
式
、
論
文

式
）
で
高
度
な
専
門
知
識
が

求
め
ら
れ
る
難
関
で
あ
る
こ

と
｜
｜
な
ど
仕
事
や
試
験
の

内
容
に
つ
い
て
は
あ
と
か
ら

知
っ
た
。

　
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
会
計
士
講
座
を
受
講

し
、
現
役
で
資
格
試
験
突
破

を
目
指
し
勉
強
を
始
め
た
。

提
携
校
で
あ
る
大
原
学
園
で

の
上
級
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講

で
き
る
奨
励
生
に
選
ば
れ

た
。

　
そ
れ
で
も
「
受
験
勉
強
は

イ
バ
ラ
の
道
で
し
た
」
と
振

り
返
る
。
短
答
式
試
験
で
は

２
度
不
合
格
と
な
っ
た
。
大

き
な
挫
折
感
に
襲
わ
れ
た

時
、「
心
配
す
る
な
」
と
肩

を
た
た
い
て
く
れ
た
の
も
喜

仁
さ
ん
だ
っ
た
。

　「
現
役
合
格
」
を
再
度
決

意
し
、
自
分
を
客
観
的
に
見

て
、
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
確
認
し
て
一
か
ら
出
直
す

気
持
ち
で
勉
強
し
た
。
３
度

目
の
挑
戦
で
短
答
式
に
合

格
。
こ
こ
で
の
弱
点
強
化
の

対
策
が
論
文
式
に
も
生
か
さ

れ
た
。

　
４
年
間
、
く
じ
け
そ
う
に

な
っ
た
時
は
長
野
に
帰
り
、

家
族
に
会
っ
て
雄
大
な
北
ア

ル
プ
ス
の
山
々
を
眺
め
、
日

の
光
に
耀
く
諏
訪
湖
の
ほ
と

り
に
立
っ
た
。

　
合
格
後
は
都
内
の
監
査
法

人
に
就
職
が
決
ま
り
、
１
月

か
ら
研
修
に
励
ん
で
い
る
。

将
来
の
道
を
模
索
し
て
い
る

が
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
会
計
士

と
し
て
独
立
す
る
こ
と
も
夢

に
描
い
て
い
る
。「
故
郷
は

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
」

「
故
郷
の
家
族
に
支
え
ら
れ
た
」

公
認
会
計
士
試
験
現
役
合
格　

桑
澤
さ
ん

祖
父
・
父
も
Ｏ
Ｂ
の
専
大
一
家

会
計
教
育
100
周
年 

会
計
学
科
50
周
年

会計教育100周年・会計学科50周年の歩み

1905（明治38）年： 商科設置。商学教育始まる

1917（大正６）年：
専門部に計理科新設。「計理の専修」の名が
高まる

1928（昭和３）年： 専門部に「商業科」新設（1932年、商科と改称）

1949（昭和24）年： 学制改革により商業学科、経済学科からなる
「商経学部」発足

： 「会計学研究所」設置

1961（昭和36）年： 「経営学研究所」設置

1962（昭和37）年： 経営学部（経営学科）設置

1965（昭和40）年：
商学部（一部商業学科・二部商業学科）創
立。実学重視の商学教育がさらに発展

： 「商学研究所」設置

1968（昭和43）年：
商学部に「会計学科」設置。商学と会計学の
学部教育二本柱が整う

1975（昭和50）年：
大学院商学研究科（商学専攻）および経営学
研究科（経営学専攻）修士課程設置

1977（昭和52）年：
大学院商学研究科（商学専攻）および経営学
研究科（経営学専攻）博士課程設置

2000（平成12）年： 商学部に専門科目のセメスター制導入

2006（平成18）年：
商業学科を「マーケティング学科」と改称。
会計学科に四つの履修モデル導入

2010（平成22）年：
大学院商学研究科に会計学専攻修士課程・博
士課程設置

2014（平成26）年： 全学部で「新たな学士課程教育」始まる

2015（平成27）年： 商学部創立50周年・商学教育110年

2017（平成29）年： 会計教育100周年

2018（平成30）年： 会計学科50周年


